
 
2022 年度 第 1 四半期決算 カンファレンスコール  
 [⽇程]   2022 年 7 ⽉ 29 ⽇ （17：00―17：35） 

（合計：35 分、登壇：10 分、質疑応答：25 分） 
 [開催場所]  電話会議 
 [登壇者]  4 名 

代表取締役 専務執⾏役員   ⽊村 徹 （以下、⽊村） 
取締役 常務執⾏役員    池⽥ 善治（以下、池⽥） 
経理部⻑       加島 久宜（以下、加島） 
コーポレートコミュニケーション部 森 雄亮（以下、森） 
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登壇 

 

森：住友ファーマでございます。本⽇はお忙しい中、弊社の 2022 年度第 1 四半期カンファレンス
コールにご参加いただきまして、ありがとうございます。第 1 四半期の業績、及び、臨床開発の現
況について、ご説明いたします。当⽅の出席者は、代表取締役専務執⾏役員の⽊村、取締役常務執
⾏役員の池⽥、経理部⻑の加島、司会の森でございます。 

本⽇の説明は、E メールにてお送りいたしましたプレゼン資料に基づいて⾏いますので、ご⾃⾝で
ページを進めてくださいますようお願いいたします。プレゼン資料は、弊社ウェブサイトにも掲載
しております。 

説明の後に、質疑応答のお時間を設けておりますので、ご質問いただければ幸いです。なお、本⽇
のカンファレンスコールは、後⽇、ウェブにて配信いたしますので、録⾳させていただきます。あ
らかじめご了承ください。 

では、はじめに、加島から、第 1 四半期業績、及び、臨床開発の現況について、ご説明いたしま
す。加島さんお願いします。 
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加島：加島でございます。 

それでは、プレゼン資料に基づき、2022 年度第 1 四半期業績、及び、臨床開発の現況について、
ご報告させていただきます。 

3 ページをご覧ください。 

第 1 四半期経営成績について、ご報告いたします。IFRS のコアベースで⽰しています。 

売上収益は、1,599 億円で、前年同期⽐ 287 億円の増収となりました。⽇本セグメントでは、薬価
改定の影響等により、減収となりましたが、北⽶、中国、海外その他の各セグメントは、為替換算
の影響や、⼀時⾦収⼊の計上により、増収となりました。 

販売費及び⼀般管理費や、研究開発費についても、為替換算の影響等により増加しましたが、増収
による売上総利益の増加が⼤きく、コア営業利益は、前年同期⽐ 49 億円増の、134 億円となりま
した。 

条件付対価公正価値の変動額などの⾮経常項⽬は、前期、当期、ともに⼤きな変動はなく、営業利
益は、前年同期から 63 億円増益の、146 億円となりました。 



 
 

 

3 
 

税引前四半期利益は、当四半期末の円安により、多額の為替差益を計上したことから、前年同期⽐
387 億円増益の、466 億円となりました。 

この結果、親会社の所有者に帰属する四半期利益についても⼤きく増加し、263 億円増益の、311
億円となりました。 

なお、年間の業績予想に対し、第 1 四半期の売上収益や、各利益段階は、やや⾼い進捗となってい
ますが、想定から⼤きな変動がなく、今回、通期予想を修正しておりません。なお、為替について
は、想定レート 1 ドル 125 円を据え置いています。 

 

4 ページは、⽇本セグメントの売上収益です。 

売上収益は、前年同期⽐ 50 億円減収の、337 億円となりました。 

ラツーダは売上を伸ばしましたが、薬価改定、及び、リプレガルの販売移管の影響により、セグメ
ント全体では減収となりました。通期予想に対する進捗率は、25.9%で、セグメント全体では、想
定通りの進捗となりました。 
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5 ページは、北⽶及び中国セグメントの売上収益です。 

北⽶セグメントは、円ベースで 952 億円と、前年同期⽐ 238 億円の増収となりました。 

ラツーダの売上は、625 億円となり、21.7%の増収となりました。ドルベースでも、1,300 万ド
ル、2.7%の増収となりました。年間計画に対する進捗率は⾼めに⾒えますが、年度後半に LOE を
迎えるため、計画通りの進捗と考えています。 

⼀⽅、昨年 6 ⽉に独占販売期間が終了したブロバナは、38 億円の減収となりました。 

スミトバント関連では、オルゴビクス、マイフェンブリー、ジェムテサの 3 製品の売上は、合わせ
て 96 億円で、前年同期に⽐べ、75 億円の増収となりました。 

なお、オルゴビクスの、欧州における販売に関する、Accord 社との独占的なライセンス契約に伴
う⼀時⾦は、その他に含まれています。 

中国セグメントは、引き続きメロペンが伸⻑し、116 億円で 36.4%の増収、年間計画に対する進捗
率は、42.1%となりました。 



 
 

 

5 
 

メロペンは、2022 年の集中購買の対象になることが決まりましたが、実施時期は、想定より数カ
⽉遅れの 10 ⽉になる⾒込みであり、2022 年度業績には、上振れ要因となります。 

 

6 ページは、オルゴビクスのマーケティング状況です。 

オルゴビクスは、2022 年度第 1 四半期に、約 3,500 ⼈への投与が開始され、発売以来、約 1 万
8,000 ⼈の患者さんに処⽅されています。全体の処⽅の約 80%が、院内処⽅施設や、⼤学病院等で
処⽅されています。⺠間保険の 81%、メディケア・パート D の 99%という、広範なカバレッジを
確保しています。 

Gross to Net は、40%台前半で推移しています。 
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7 ページは、マイフェンブリーのマーケティング状況です。 

マイフェンブリーは、2022 年度第 1 四半期に、約 2,400 ⼈への投与が開始され、発売以来、約
5,800 ⼈の患者さんに処⽅されています。⼦宮筋腫を対象とした、GnRH アンタゴニスト製剤の処
⽅箋枚数は、マイフェンブリーの発売以来、約 2.8 倍に拡⼤しています。引き続き、⺠間保険の
94%という広範なカバレッジを確保しています。 

マイフェンブリーは、2022 年 6 ⽉に、⼦宮筋腫を対象とした GnRH アンタゴニストにおける総処
⽅箋枚数の 51%、新規処⽅箋枚数の 57%のシェアを獲得しており、処⽅を拡⼤させています。 
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8 ページは、ジェムテサのマーケティング状況、及び、欧州でのライセンス契約締結についてまと
めています。 

ジェムテサのマーケティング状況については、2022 年 6 ⽉に、⽉間処⽅箋枚数 3 万 8,100 枚を獲
得するなど、2022 年度計画に対して順調に進捗しています。 

カバレッジについては、2022 年 3 ⽉より拡⼤していませんが、2022 年度中に、カバレッジのピー
ク値の⼤部分を獲得する計画です。 

また、2022 年 7 ⽉に、フランスの Pierre Fabre 社と、ビベグロンの過活動膀胱を対象とした、欧
州での独占的販売ライセンス契約を締結しました。ユーロバント社は、本契約の対価として、契約
⼀時⾦とマイルストンの合計で、最⼤ 7,500 万ドル、及び、ロイヤリティを受領する予定です。 
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9 ページは、セグメント別の経営成績です。 

⽇本セグメントは、減収に加え、販売費及び⼀般管理費が増加したため、コアセグメント利益は、
52 億円減の 16 億円となりました。 

北⽶セグメントは、増収による売上総利益の増加が、スミトバントグループの費⽤の増加や、為替
換算による販売費及び⼀般管理費の増加を上回り、コアセグメント利益は、49 億円増の 231 億円
となりました。 

中国セグメントは、増収により 11 億円の増益となりました。 

海外その他セグメントは、導出による⼀時⾦収益の影響が⼤きく、増収増益となりました。 



 
 

 

9 
 

 

11 ページをご覧ください。 

ここから開発状況に関して説明いたします。 

この表は、当社の開発品⽬の開発段階⼀覧表です。本年 5 ⽉からの変更点はありません。 

なお、ulotaront の第 2 適応症である、⼤うつ病補助療法につきましては、現在、⽶国での臨床試
験開始に向けて準備中です。また、第 3 適応症は、⼤塚製薬と引き続き検討中です。 
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12 ページをご覧ください。 

フロンティア事業の製品上市の⽬標について、本年 8 ⽉に、MELTz ⼿指運動リハビリテーション
システムを、臨床医療機器として、販売を開始する予定です。販売後に、実臨床でエビデンスの集
積を図り、治験を経た上で、新医療機器、または改良医療機器として、2025 年度の承認、上市を
⽬指します。以上で説明を終わります。 

森：加島さん、ありがとうございました。 

 

質疑応答 

森 ：それでは、これより質疑応答に移りたいと存じます。 

クレディ・スイス証券 酒井 ： パイプラインのところで、ulotaront の、リードアウトといいます
か、ウクライナ情勢、ロシアの情勢で少し遅れたという、データの取り出しがどうかというお話
を、前回、されていたと思うんですが。少し前に終わった⼤塚製薬のカンファレンスコールでは、
25 年度ですか、販売と発売、上市という⾒通しは変えてないという発⾔があったんですけれど
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も。御社の⾒⽴てとしては、今、どのぐらいまで来ているのか、アップデートしていただけます
か。 

池⽥ ：ただいまのご質問ですが、⼤塚製薬様と当社の、年度の区切りが違うということでござい
ます。したがいまして、当社の年度でいきますと、24 年度の上市でございます。 

クレディ・スイス証券 酒井 ：じゃあ、1 ⽉スタートと 4 ⽉スタートの違いぐらいをおっしゃっ
ているということでよろしいんですね。 

池⽥ ：そのようにご理解ください。 

クレディ・スイス証券 酒井 ：わかりました。あとすみません、今回の、この第 1 クォーターの
決算なんですけれども。全般としては、計画に対して、社内計画といいますか、第 2 クォーター、
それから第 4 クォーターまでの進捗を合わせて、少し上に出てきていると、経費の抑制とかが、そ
ういうような状況なんでしょうか。すみません、その辺、ざっと要約していただけると、最初聞け
てなかったので、⾮常に助かるんですが。よろしくお願いします。 

加島 ：はい、加島でございます。ありがとうございます。3 ページに概略がございます。⼀番右の
ほうに、2022 年度の業績と、それに対する進捗がございまして。売上が 29.1%の進捗、コア営業
利益が 44.6%の進捗と、こういうことになっておりますが、まず、売上のほうでは、⼀時⾦収⼊が
2 件ございました。DSP-0187 の Jazz 社との契約、それから、オルゴビクスの欧州での販売権の契
約、ということで、合わせて 100 ミリオンドルが、⼀時⾦収⼊として売上に⼊っています。あ
と、為替換算、円安の影響もありまして、進捗率が⾼く出ているということで、コア営業利益も⾼
く出てきておりますが、こういった⼀時的な収益もございますので、2022 年度第 1 四半期におき
ましては、年間の業績予想は⾒直していないと、据え置いたということでございます。 

クレディ・スイス証券 酒井 ：わかりました。この 100 ミリオンドルというのは、もう計画には
⼊っていた数字ですよね、そうしますと。 

加島 ：まず、Jazz 社との 50 ミリオンドルは⼊っておりました。それから、オルゴビクスの欧州の
ところは、売上、今回 50 ミリオンドルを⼀時⾦全額計上しましたが、計画では、少し保守的に、
何年間かで繰り延べて収益認識する前提で⼊っておりましたので、若⼲、プラス要因にはなってお
ります。 

クレディ・スイス証券 酒井 ：すみません、少ししつこくて。オルゴビクスの 50 ミリオンドル
は、今期はこれで終わりということでよろしいんですか。 

加島 ：はい、終わりです。 
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クレディ・スイス証券 酒井 ：はい、わかりました。どうもありがとうございます。 

シティグループ証券 ⼭⼝  ：ありがとうございます。今のお話の、少しフォローアップなんですけ
れども。コア営業利益 134 億円から⼀時要因 100 億円を引くと、残り 34 億円となりますが、それ
掛ける 4、⾜す 100 億円だと、今度は 300 億円に⾜らないような気もするんですが。費⽤等々も
少し、費⽤はあるか、ちゃんと使われていると思うんですけれども、そのような計算では必ずしも
合ってないですかね。その、134 億円掛ける 4 には、もちろんならないんですけど、100 引くと
34 億円になる。その辺、いかがでしょうか。 

加島 ：はい、これも 3 ページの、その他の収益・費⽤の 2022 年度のところに、210 億円というの
が⼊っております。これがまだ発⽣しておりませんでして。こちらにつきましては、5 ⽉の時にも
少しご報告させていただきましたけれども、バウチャーの売却とか、資産の売却等を考えている
と。そのあたりが、2022 年度第 1 クォーターではまだ何も⼊っておりませんので。このあたりが
実施されれば、プラス要因になってくるとご理解いただければと思います。 

シティグループ証券 ⼭⼝  ：わかりました。ということは、さっきの話にもう 1 回戻りますけど。
この、今の中で⾔うと、Jazz 社は⼊っているんですけど、オルゴビクスの 50 ミリオンドルは部分
的にしか⼊ってなかったので、その 50 の内訳、30 か、40 か、少しわかりませんけど、その部分
は、⼀応貯⾦としてあるという状況だと理解すればよろしいですね。 

加島 ：はい、それで結構かと思います。 

シティグループ証券 ⼭⼝  ：わかりました、ありがとうございます。あと ulotaront リードアウト
って、結局、まだ確定してないんですか。 

池⽥  ：リードアウトのところについては、その後の作業も含めまして、上市というところにおい
ては、弊社で⾔う年度の 24 年度の上市というところについてはまだ動かしておりません。これま
での現状のままでございます。 

シティグループ証券 ⼭⼝  ：はい、しかし、リードアウトの時期は、まだ変えてないというか。変
えてないと⾔うと変かな。 

池⽥：リードアウトのところについては、若⼲ウクライナの影響もございますので。ただ、それに
代わる国、それから、サイトも⽴ち上げておりますので、何とかそこのところは追いつくだろう
と。それから、リードアウトの後の、いろんな作業のところについては、短縮することによって上
市の時期は守るというのが今の計画でございます。 

シティグループ証券 ⼭⼝  ：わかりました。はい、ありがとうございます。私からは以上です。 
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JP モルガン証券 若尾 ：よろしくお願いします。⼀つ⽬が、今、ご説明にあった、⼀時的な収益に
ついてなんですけれど。まだ発表してませんということでしたが、確か、バウチャー、ファースト
クォーターにも売却できるのではないかというのを、少し伺った気がしたんですが。何かその売却
の⾒通しに関して、変化が⽣じていたりしますか。これは本当に売却できそうですか。 

⽊村 ：はい、Priority Review Voucher については、売却ということで、我々としても、100 億円
前後で売却できると思っているんですけど。これ、市場がございまして、順番に売却されていくと
いうことでありまして。我々のものは、まだ少し順番が来ていないということになります。ただ、
売却先については、もう、こちらのほうでも考えてございますので、Priority Review Voucher が
売れなくなったということではございませんので、ご安⼼いただければ。 

JP モルガン証券 若尾 ：なので、⼤きく遅れることも想定しなくていいということですね。 

⽊村 ：そうですね、はい。 

JP モルガン証券 若尾 ：わかりました。ありがとうございます。続きまして、マイフェンブリーの
進捗に関してなのですが。まだ、何か、売上ベースってそこまで⼤きくなってないような気がしま
す。⼀応、この患者さんの数とかを、⾒せていただいておりますが、まだまだ売上という規模で
は、まだ⼩さいのかなと思うんですけれど。御社の考え⽅としては、⼦宮筋腫だけではなくて、や
はり、⼦宮内膜症の承認が取れてくると、売上が加速していくようなご想定されていらっしゃいま
すでしょうか。 

⽊村 ：はい、今、まさにおっしゃってくださったように、このマイフェンブリーが属してます
GnRH というメカニズムの薬そのものが、まだ、市場に⼗分浸透しきっていないということになり
ます。我々が、今、その分野のトップのシェアを取っておりますので、我々が、市場を今後開拓し
ていく必要があると。その中で、まさにおっしゃったように、⼗分に伸びていっていない⼤きなと
ころは⼆つございまして、⼀つは⻑期処⽅でございます。⻑期処⽅について、承認が出ることと、
もう⼀つは、⼦宮内膜症と⼦宮筋腫、両⽅のインディケーションが取れることによって、よりたく
さんの⼥性の⽅にこの薬の良さを気付いていただけると。あるいは、ドクターにアピールすること
を期待しておりまして。⼦宮内膜症の PDUFA が間もなく迫ってございますが、その結果をまずは
楽しみに待っているところでございます。 

JP モルガン証券 若尾 ：よくわかりました。ありがとうございます。これ、PDUFA は、来週とい
うか、8 ⽉ 6 ⽇だと思うんですけど。これ、仮に、なかなか御社の想定通り承認されなかった場合
などで、⼦宮筋腫のみになった場合なんですけれど。こちらは、今、ご説明いただいた、⻑期処⽅
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の解禁等があれば、仮に、もう 1 個のほうが承認されなくても、⼦宮筋腫のみでも、⼀定の売上
は、時間をかければ⾒込めると考えていていいんですか。 

⽊村：もちろん、⼀定の⾒込み、売上は期待できるわけですけど。我々としては、⼦宮内膜症も、
万が⼀、今回、承認されなくても、データは⼗分ございますので。遅れはするものの、承認に漕ぎ
つけられると考えてございます。 

JP モルガン証券 若尾 ：よくわかりました。ありがとうございます。以上です。 

 

モルガン・スタンレーMUFG 証券 村岡 ：ありがとうございます。さっきから、ワンタイムの⼊り
繰りの計算の話ばっかり出ているんですが、私からも⼀つ。ジェムテサの、ヨーロッパの Pierre 
Fabre に出したやつ、マイルストンも込みで 75 ミリオンドルというので、どのくらい今期御社に
⼊るのかわからないですけど、これはセカンドクォーターに⼀括でアップフロント分が⼊るんでし
ょうか。それとも、これは繰り延べになっちゃったりするんでしょうか。そしてそれは、この分は
予算には⼊っているんでしょうか。少しクリアにさせてください。 

加島 ：はい、加島ですけど、⼀括で 2022 年度第 2 クォーターに⼊れますが、この 75 ミリオンド
ルの中では、⾦額はそれほど⼤きくないとご理解いただければと思います。 

モルガン・スタンレーMUFG 証券 村岡 ：じゃあもう 75 の 3 分の 1 か、4 分の 1 か、それぐらい
と思っていたほうがいいということですね。 

加島 ：もう少し少ないかもしれないですけど、⼀桁台ぐらいの⾦額。 

モルガン・スタンレーMUFG 証券 村岡 ：そんな感じですね。わかりました。ありがとうございま
す。あと、これ、少しどう質問していいかあれなんですが。トルリシティのことなんですけれど
も。トルリシティは、御社、順調にいい⼤型品に育ったと思うんですが。先⽇、これのリリーさん
の、セカンドジェネレーションというか、チルゼパチドが、私、御社が獲得するんだと思っていた
んですが、⽥辺三菱さんに持っていかれた、私の⽬にはそう⾒えたんですけれども。これ、御社と
リリーさんとの関係で、これ優先的に交渉できたんじゃないんでしょうか。少し利益率は低いとは
いえ、額も⼤きいので、利益額もそれなりにはあったと思うんですが。これが取れなかった背景と
いうか、そのあたり、ご解説いただけませんでしょうか。 

⽊村 ：背景と申しますか、それはイーライ・リリー社様のお考えでございますので、我々として
申し上げることはございませんが、少し残念ではございました。 
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モルガン・スタンレーMUFG 証券 村岡 ：これ、御社としては、もう全⼒でこれは欲しかった製品
ですよね。 

⽊村 ：糖尿病においては、⾮常に強い営業⼒を持っておると思っておりますし、⾮常に実績も上
げておるわけでございまして、そのあたりは、当社で扱わせていただければよかったなとは思いま
すが。繰り返しになりますが、イーライ・リリー社様のお考えでございますので、当社から申し上
げることはございません。 

モルガン・スタンレーMUFG 証券 村岡 ：ありがとうございます。最後、バウチャーの売却の件な
んですが、これ私が勉強不⾜なので、少しご解説ください。先ほどの QA でのお話で、バウチャー
の売却は順番にされていて、まだ御社の順番が来ていない。すみません、そういう仕組みだったん
でしたっけ。少しそのあたり、例えば、今年既に何社ぐらい売却されてて、御社まであと何番⽬ぐ
らいだとか、そんなものがわかれば安⼼もできるんですが。そのあたりご解説ください。 

⽊村 ：バウチャーというのが、今おっしゃったように、たくさん出てくるもんじゃありません
で、順番に出てくると。バウチャーを扱う業者というか、バウチャーのマーケットもそれぞれのル
ールと⾔ったらおかしいですが、決まりじゃないんですけど、早く出てきたものから順番に売って
いくというようなことになっているようでございます。そうじゃないと、バウチャー同⼠の価格の
競合みたいなことが起こるというようなことではないでしょうか。私の理解はそのレベルでござい
ますが。 

モルガン・スタンレーMUFG 証券 村岡 ：あと何件待ちかどうかという、そういうレベルではわか
っていないということなんですね。 

⽊村 ：少し聞いてはおりますが、そんなに遠くないとは聞いてございます。 

モルガン・スタンレーMUFG 証券 村岡 ：わかりました。ありがとうございます。ちなみに、バウ
チャー売却したら、その時はプレスリリースします？ 

⽊村 ：すみません。まだ決めてございません。 

モルガン・スタンレーMUFG 証券 村岡 ：発表するかどうかは未定ということですね。 

⽊村：はい、発表するかどうかは未定でございます。 

モルガン・スタンレーMUFG 証券 村岡 ：はい、わかりました。以上です。ありがとうございま
す。 
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⼤和証券 橋⼝ ：よろしくお願いします。いくつかあります。⼀つ⽬が、ulotaront の、⼤うつ病補
助療法の臨床試験についてなんですが。これは、申請のもとになるような、フェーズ 3 試験のよう
な試験ということが、最初から予定されているのか。例えば、⽤法⽤量の設定などで、いったん探
索的な試験を実施してからになるのか。現時点の⾒通しをお聞かせいただけますか。 

池⽥ ：本件につきましては、adjunctive MDD の適応拡⼤につきましては、⼤塚製薬様が主体とな
ってご発表されるということになっております。したがいまして、当社のほうからどこまで⾔える
のかというのがございますけれども。基本的には、adjunctive MDD のフェーズ 3 試験は、フェー
ズ 2/3 試験になるのか、フェーズ 3 試験になるのかわかりませんけれども、2 本いるんだとは理解
をしております。 

⼤和証券 橋⼝ ：その 2 本のうちのどちらか 1 本が近い将来に始まるという理解でいいんでしょう
か。 

池⽥ ：はい、そのように理解しております。 

⼤和証券 橋⼝ ：ありがとうございます。2 点⽬が、リサイミックの⽴ち上がりなんですけれど
も。1 クォーターのご実績が、通期のご計画に対して、進捗がまだ低いように思うのですが。通期
の⾒通し、どのようにお考えかということと、⽶国以外でのこの治療法の展開について、現時点で
どのような計画をお持ちか、ご紹介いただけますでしょうか。 

⽊村 ：はい。リサイミックにつきましては、まだ、移植症例数はそんなに伸びていないと認識し
てございます。今後、15 から 20 ⼈の⽅に今年は移植できるということで、準備を進めているとこ
ろでございます。 

⼤和証券 橋⼝ ：それは、計画通り、お⽰しいただいている 60 億円ですかね、この計画に沿った
症例数の集積に向けた準備が進んでいるという理解でいいんでしょうか。 

⽊村 ：そうですね。まだ、⼗分⽣産体制が、当初の想定まで⽴ち上がっていないということで、
若⼲スタートが遅れてございますが、今後キャッチアップできるだろうと現場からは聞いておりま
す。 

⼤和証券 橋⼝ ：ありがとうございます。海外というか、⽶国以外についてはいかがですか。 

⽊村 ：はい、それは、⽶国以外にも患者さんがおられますので、広げたいと考えてはおるんです
が。現在、⽣製品でございますので、そのあたりが、輸送時間が⻑期に耐えられるかどうかという
ような品質の問題、各国での承認取得というような⼆つの問題がございまして、そのあたりの戦略
を、今、練っているところでございます。 
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⼤和証券 橋⼝ ：ありがとうございます。最後に、チルゼパチドの販売権が取れなかったことによ
る、御社の戦略への影響について教えていただきたいんですけれども。糖尿病領域の競争環境、御
社の製品にどういった影響があるとお考えかということと、それから、糖尿病領域で、⽇本におい
てナンバーワンの営業⼒をキープしていく、そこに販売⼒を維持強化していくことに引き続き注⼒
していく戦略への影響というのをお聞かせいただければと思います。 

⽊村 ：薬効メカニズムからしますと、トルリシティと競合するような薬になってまいりますの
で、今後、市場での受け⼊れられ具合を⾒ながら、我々としても、今後の戦略を練っていきたいと
考えてございます。 

⼤和証券 橋⼝ ：はい、わかりました。以上です。ありがとうございました。 

 

クレディ・スイス証券 酒井 ：ツイミーグですけれども、まだ国内だけで⽴ち上がり、まだ⻑期
処⽅前だから、ゆっくりだと思うんですが、これって権利は御社 100%お持ちなんですか。つま
り、海外展開ですよね、今後含めて、どのようにお考えになっているのか、その辺を聞かせていた
だけますか。 

池⽥ ：本品は、Poxel 社からの導⼊品でございまして、当社は、⽇本と、それからあと東南アジア
の⼀部の国の権利をいただいているというところでございます。 

クレディ・スイス証券 酒井 ：わかりました。じゃあもう地域限定ということなんですね。 

池⽥ ：はい。 

クレディ・スイス証券 酒井 ：はい、わかりました。ありがとうございます。 

森 ： ほかにご質問のある⽅がいらっしゃらないようですので、質疑応答を終了させていただきま
す。以上で、カンファレンスコールを終了いたします。本⽇はありがとうございました。  

 

以上 


